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大学設置基準（抄） 

 
 
１．大綱化（平成３年６月）以前のもの 
 
（卒業の要件） 
第三十二条 卒業の要件は、大学に四年以上在学し、次の各号に定める単位を含め、   

百二十四単位を修得することとする。 
一 一般教育科目については、人文、社会及び自然の三分野にわたり三十六単位 
二 外国語科目については、一の外国語科目八単位 
三 保健体育科目については、講義及び実技四単位 
四 専門教育科目については、七十六単位 

 
２ 前項の規定にかかわらず、大学は、学部、学科又は課程の種類により教育上必要が

あるときは、一般教育科目について同項第一号の規定により修得すべき単位のうち 

十二単位までを、外国語科目、基礎教育科目又は専門教育科目についての単位で代え

ることができる。 
 
３ 二以上の外国語の科目の修得を卒業の要件とする大学の場合に当たっては、一の 

外国語の単位は、第一項第二号の外国語科目についての単位とし、他の外国語の科目

の単位（前項の規定によるものを除く。）は、第一項第四号の専門教育科目について

の単位と見なす。 
 

２．大綱化以降のもの 
 
（教育課程の編成方針） 
第十九条 大学は、当該大学、学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するため

に必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 
 
２ 教育課程の編成に当たっては、大学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授する

とともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう

適切に配慮しなければならない。 
 
（教育課程の編成方法） 
第二十条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを

各年次に配当して編成するものとする。 
 
（卒業の要件） 
第三十二条 卒業の要件は、大学に四年以上在学し、百二十四単位以上を修得すること

とする。 
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